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ベトナムの輸出拡大は今後も継続するか 
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 米中対立が続く中、世界ではサプライチェーン再構築の動きが続いている。こうした

なか、ベトナムは地理的優位性に加え、多くの自由貿易協定（FTA）を締結するなど、

交易環境のメリットを背景に、かねてより生産拠点として注目されてきており、輸出拡

大の恩恵を大きく受けている。 

足元、ベトナムの輸出は概ね前年比二桁の伸びをみせており、2023 年はスマートフ

ォンや電子製品の世界的な需要低迷により前年比マイナスとなったものの、直近 1-3月

期には米国向けを中心に同＋17％と回復した（第 1 図）。1-3月期の実質 GDP 成長率も

輸出の増加を支えに前年比＋5.7％と前期（同＋6.7％）同様に堅調な推移となった。 

 

第 1図：ベトナムの輸出入の推移 

 

 

 ベトナムの輸出における国・地域別シェアをみると、最大の輸出先である米国向けが

傾向的に増えてきている。2023 年は巣ごもり需要の一巡によるスマートフォンの出荷

減少などを主因に一時的に米国向けシェアが縮小したものの、2024年 1月時点では 29％

と、米国のシェアが再び高まった（第 2 図）。逆に中国向け輸出のシェアは緩やかな低

下傾向にある。一方、輸入サイドをみると、最大の輸入元である中国のシェアが突出し

ており、足元では 38％まで拡大している（第 3図）。 

 

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

18 19 20 21 22 23 24

輸出

輸入

（前年比、％）

（年）
（資料）ベトナム国家統計局統計より国際通貨研究所作成

ei2024.14 



2 

 

第 2図：国・地域別輸出 第 3図：国・地域別輸入 

  

 

増加が続く米国向け輸出を品目別にみると、縫製品や履物など軽工業品のシェアが縮

小傾向を辿る一方、コンピューター・同部品や機械設備・同部品のシェア拡大が顕著と

なるなど、高付加価値製品の輸出の伸びが確認できる（第 4 図）。一方、中国からの輸

入については、従来からシェアが大きい機械設備・同部品に加えて、コンピューター電

子製品・同部品のシェアが 2018 年の 12％から 2020 年にかけて 22％まで拡大しており

（第 5 図）、中国などから中間財を輸入し、ベトナムで組み立て等を行った完成品を米

国へ輸出するという流れがみてとれる。例えば、米アップル社のサプライヤーである台

湾フォックスコン・テクノロジー・グループ（鴻海精密工業）社によるスマートフォン

やパソコンの対米輸出などの動きがこれに該当する。 

 

第 4図：米国向け輸出（品目別シェア） 第 5図：中国からの輸入（品目別シェア） 

  

 

このように世界的なサプライチェーン再編の流れの中で、ベトナムの輸出はその恩恵

に預かる形で拡大しており、それが足元のベトナム経済にとってプラス要因であるのは

間違いない。 

一方、こうした追い風が持続するのかどうかは幾分不透明な部分もある。米国の貿易

赤字上位国をみると、最大の貿易赤字を計上している中国は赤字幅が縮小している一方、
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対ベトナムの貿易赤字は 2023 年を除いて拡大傾向で、足元では中国、メキシコに次ぐ

水準となっており（第 6 図）、米国が貿易不均衡に警戒を強める懸念がある。また、上

述の通り、輸出は米国、輸入は中国に大きく依存する構図になってきており、これは今

後の米中貿易摩擦の行方の影響を受けやすくなっているという点でリスク要因となり

得る。 

 

第 6図：米国の貿易赤字（上位国）  

 

 

既に、最大の輸出先である米国では、2023 年 8月、商務省が中国メーカーの太陽光発

電製品についてベトナムを含む 4 カ国1からの迂回輸出を認定しており、2024 年 7 月以

降、アンチダンピング税と補助金相殺税が課される見通しとなっているほか、今年秋の

大統領選挙を睨み、対中強硬姿勢を示す狙いから他製品についても迂回輸出の監視が強

化される可能性もある。デリスキングの潮流が続くなか、ベトナムは輸出増の恩恵を受

ける国として注目を浴びているものの、今後も米国向けを中心に輸出が伸びを高めてい

けるかは、少し控えめに見ていく必要もあるだろう。 
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1 カンボジア、マレーシア、タイ、ベトナムの 4 カ国。 
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